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第5章世界でも有数の豪雪都市、青森市。

災害や雪に強く、機能的で快適なまちの実現のため、防災体制・雪対策の充実を

図るとともに、効率的で計画的な土地利用の推進や域内交通の充実等を図る

「つよい街」に取り組みます。



青森市総合防災訓練青森市総合防災訓練

　
　
災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
自
助
・
共
助
・
公
助
※
4
に
よ
る
官
民
一
体

と
な
っ
た
地
域
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、地
域
・
除
排
雪
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
、

効
果
的
・
効
率
的
な
除
排
雪
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
民
が
共
に
支
え
合
い
助
け
合
う
持
続
可
能

な
雪
対
策
を
促
進
す
る
ほ
か
、
空
家
等
の
適
正
な

管
理
を
促
進
し
ま
す
。

1 4 31 4 4
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第
1
節 

防
災
体
制
・
雪
対
策
の
充
実

※1［地域密着性］ 消防団員は区域内に居住し又は勤務していることから、地域の人々や事情に通じていること。
※2［要員動員力］ 多数の団員の動員が可能なこと。
※3［即時対応力］ 区域内に居住し又は勤務することから、災害の際に即時に対応が可能なこと。
※4［自助・共助・公助］ 自分で自分を助けること（自助）、家族、企業や地域コミュニティで共に助け合うこと（共助）、行政による救助・
支援（公助）で、主に災害時の対応などに使用される。 青森市総合防災訓練

除雪のボランティア

防災体制・
雪対策の充実

第2項
災害防止対策の

推進
市民防災の
促進

第1項

P149P148

第3項
克雪体制の
整備

P147

第4項
空家等対策の
推進

P145

基本方向

施策の体系

現状と
課題
現状と
課題

防
災
体
制・雪
対
策
の
充
実

防
災
体
制・雪
対
策
の
充
実

第1節 

う
こ
と
が
困
難
な
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

《
空
家
等
の
状
況
》

●
我
が
国
の
空
家
数
は
、2
0
1
3（
平
成
25
）年
に
は
、

5
年
前
よ
り
約
63
万
戸
増
の
約
8
2
0
万
戸
で
空
家

率
13・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
本
市
の
空
家

数
は
、
2
0
1
3
（
平
成
25
）年
に
は
、
5
年
前
よ
り

1
3
9
0
戸
増
の
2
万
8
3
0
戸
で
空
家
率
15・

4
％
と
な
っ
て
お
り
、
空
家
数
は
国
と
同
様
に
増
加

し
、
空
家
率
は
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

●
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
空
家
等
は
、
防
災
・

防
犯
・
衛
生
・
景
観
等
の
面
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

《
自
然
災
害
の
状
況
》

●
近
年
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
大

規
模
地
震
や
集
中
豪
雨
と
そ
れ
に
伴

う
土
砂
災
害
、
予
期
せ
ぬ
降
雪
に
よ
る

被
害
な
ど
、
全
国
的
に
見
て
大
規
模
な
自
然
災
害
が

多
発
し
て
お
り
、
本
市
で
も
平
時
か
ら
の
災
害
へ
の

備
え
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
消
防
団
員
の
状
況
》

●
消
防
団
は
、
地
域
密
着
性
※
1・
要
員
動
員
力
※
2・
即
時

対
応
力
※
3
等
の
特
性
を
活
か
し
、
関
係
機
関
等
と
と

も
に
、地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化

等
が
進
ん
で
い
ま
す
。

《
雪
対
策
の
状
況
》

●
本
市
は
、
県
庁
所
在
地
と
し
て
は
全
国
で
唯
一
、
市

全
域
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
多

雪
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る

関
心
の
う
ち
、
雪
対
策
へ
の
関
心
が
恒
常
的
に
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
自
力
で
雪
処
理
を
行



主な取組

進
め
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
、
民
間
団

体
、
N
P
O
な
ど
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
他
自
治
体
、
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
防
災
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
平
時
か
ら
災
害
に
備
え
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
物
資
等
を
備
蓄
し
て
い

き
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
や
民
間
団
体
が
行
う
防
災
関
連
の
講
習

会
の
支
援
の
ほ
か
、
学
校
等
の
防
災
教
育
に
対
応
す
る

な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
啓
発
し
ま
す
。

●
地
域
住
民
が
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動
に

取
り
組
む
自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
動
・
人
材
育
成
を

支
援
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
災
害
時
に
お
い
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
や
避
難

所
運
営
等
が
自
主
的
に
行
え
る
よ
う
、
防
災
訓
練
な
ど

に
よ
り
、
地
域
全
体
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

●
避
難
所
標
識
板
、
海
抜
表
示
板
へ
の
外
国
語
併
記
、

I
C
T
※
3
を
活
用
し
た
ハ
ザ
ー
ド
情
報
※
4
の
提
供
な
ど

に
よ
り
、
市
民
を
は
じ
め
、
地
理
不
案
内
な
旅
行
者
や

外
国
人
が
適
切
な
避
難
行
動
を
と
れ
る
環
境
づ
く
り
を

●
成
人
式
や
大
学
祭
な
ど
を
活
用
し
、
消
防
団
の
制
度
の

普
及
啓
発
や
入
団
促
進
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
消

防
団
員
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
資
機
材
の
充
実
や
技
術
力
の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
消
防

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災
体
制
の
強
化

消
防
力
の
強
化

第
1
節 

防
災
体
制
・
雪
対
策
の
充
実
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体
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の
充
実

目 標 と する 指 標

1 4 51 4 6

※1［自助・共助・公助］ 自分で自分を助けること（自助）、家族、企業や地域コミュニティで共に助
け合うこと（共助）、行政による救助・支援（公助）で、主に災害時の対応などに使用される。
※2［NPO］ 利益を求めるためではなく、主に公益的な目的の実現のために活動する組織。
「Non-Prof it Organization」の略。
※3［ICT］ 情報通信技術（Information and Communication Technology）。パソコンや
スマートフォンなどを活用したコミュニケーションを行うための技術。
※4［ハザード情報］ 地震、津波、大雨、洪水、土砂災害など危険災害から身を守るための情報。

消防団の訓練 防災拠点としての機能を充実させた新市庁舎

第
1
項

市
民
防
災
の
促
進

災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
自
助
・
共
助
・
公
助
※
1
に
よ
る
地
域
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
行
動
・
避
難
所
運
営
の
た
め
、
民
間
団
体
・
地
域
・

N
P
O
※
2
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
人
材
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

第
1
項

自主防災組織が行う防災に係る訓練や
研修の実施回数

●防災訓練や
　研修の実施回数

基準値：82回〈2017（平成29）年度〉

100目標値
回

自主防災組織を結成した町会・町内会の数

●自主防災組織結成
　町（内）会数

基準値：187町（内）会
〈2018（平成30）年度見込み〉

217目標値
町（内）会
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5
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節 

防
災
体
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充
実

第
1
節 

防
災
体
制
・
雪
対
策
の
充
実

1 4 71 4 8

※1［治水安全度］ 洪水に対する川の安全度合いを確率で表すもので、例えば、10年に一度発生する洪
水に対して安全な場合は「治水安全度1/10年」、100年に一度発生する洪水に対して安全な場合は「治
水安全度1/100年」と表現する。
※2［管渠（かんきょ）］ 円形の管や箱形の水路も含めて、水を流すために土の中に埋めた水路施設。

※3［青森市ボランティアポイント制度］ 地域福祉に貢献したいと思っているかたが活動するきっか
けとなるよう、また、高齢者のみなさんの社会参加により、生きがいづくりや介護予防等につなげて
いただくことを目的とした制度。

河川改修

第
2
項

災
害
防
止
対
策
の
推
進

災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
過
去
の
水
害
発
生
状
況
や
河
川
整
備
の
現
状
を
踏
ま
え
、
治
水
安
全
度
※
1
を
高
め
る
た
め
、
国

や
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
河
川
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

●
市
街
地
に
お
け
る
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
雨
水
管
渠
※
2
や
水
路
、
側
溝
の
維
持
管
理
に

よ
り
、
都
市
基
盤
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

●
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
急
傾
斜
地
崩
壊

防
止
工
事
な
ど
の
災
害
防
止
対
策
を
進
め
ま
す
。

●
津
波
や
高
潮
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
の
軽
減
及
び
大
規
模
地
震
へ
の

耐
震
対
策
を
図
る
た
め
、
青
森
港
に
お
け
る
交
流
面
、
環
境
面
を
も

考
慮
し
た
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
、
青
森
港
を
管
理

す
る
県
や
国
に
働
き
か
け
る
な
ど
災
害
防
止
対
策
を
促
進
し
ま
す
。

●
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
図
る
と
と
も
に
、
民

間
建
築
物
に
つ
い
て
も
、
国
や
県
と
連
携
し
普
及
・
啓
発
活
動
を
実

施
す
る
な
ど
耐
震
化
を
促
進
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
都
市
基
盤
整
備

目 標 と する 指 標

第
3
項

克
雪
体
制
の
整
備

地
域
・
除
排
雪
事
業
者
・
行
政
が
連
携
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
除
排
雪
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
が
共
に
支
え
合
い
助
け
合
う
持
続
可
能
な
雪
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

効
果
的
・
効
率
的
な
除
排
雪

●
よ
り
き
め
細
か
く
効
率
的
な
除
排
雪
に
向
け
て
、地
域・除
排
雪
事
業
者
と
の
連
携
の
も
と
、除
排
雪

関
連
情
報
の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
、地
域
の
実
情
や
特
性
に
合
っ
た
丁
寧
な
除
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。

●
除
排
雪
作
業
水
準
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
情
報
通
信
技
術
な
ど
の
活
用
に
よ
り
除
排
雪

作
業
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
除
排
雪
作
業
の
適
切
な
管
理
と
効
率
的
な
実
施
を
推
進
し
ま
す
。

●
雪
に
関
す
る
市
民
相
談
へ
の
対
応
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
除
排
雪
情
報
の
提
供
な
ど
、
迅
速
か

つ
的
確
に
雪
関
連
情
報
を
収
集
・
提
供
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
雪
対
策
の
推
進

●
地
域
に
お
け
る
自
主
的
な
雪
処
理
を
支
援
す
る
流
・
融
雪
溝
の
整
備
や
雪
処
理
施
設
設
置
へ
の
支

援
、
ま
た
冬
期
に
お
け
る
通
学
路
な
ど
の
歩
行
者
空
間
確
保
の
た
め
の
小
型
除
雪
機
の
貸
与
な

ど
を
推
進
し
ま
す
。

●
冬
期
の
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
確
保
に
向
け
、融
雪
施
設
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

●
大
学
生
等
の
若
い
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
地
域

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
高
齢
者
な
ど
の
雪
処
理
が
困
難
な
市
民
へ
の
間

口
除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
の
支
援
を
促
進
し
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組主な取組

目標値 目標値

道路除排雪作業を行う際に除排雪事業
者が利用する雪捨て場の設置箇所数

●雪捨て場設置箇所数

基準値：33箇所〈2017（平成29）年度〉

35
基準値：508人〈2017（平成29）年度〉

538人 %

青森市ボランティアポイント制度※3における
地域福祉サポーターの登録者のうち「雪対策
支援」分野の活動を希望する者の数

●除雪ボランティア登録者数

目標値

基準値：38.0%〈2017（平成29）年度〉

47.4

市が現在整備を進めている貴船川河川改修
の進捗率

●河川改修の進捗率

箇所
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第
2
節 

土
地
利
用
・
都
市
景
観
の
形
成

第
1
節 

防
災
体
制
・
雪
対
策
の
充
実

1 4 91 5 0

第
4
項

空
家
等
対
策
の
推
進

空
家
等
の
適
正
な
管
理
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
生
活
環
境
の
確
保
を
進
め
ま
す
。

適
正
な
管
理
の
啓
発

●
空
家
等
の
所
有
者
等
の
責
務
や
、
関
係
法
令
の

概
要
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
実
施
し
、
所

有
者
等
に
よ
る
適
正
な
管
理
を
啓
発
し
ま
す
。

利
活
用
の
推
進

●
空
家
等
の
売
買
・
賃
貸
借
に
関
す
る
相
談
体
制

及
び
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
、
空
家
等
の
利

活
用
を
推
進
し
ま
す
。

危
険
な
空
家
等
の
解
消

●
防
災
・
防
犯
・
衛
生
・
景
観
等
の
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
空
家
等
に
つ
い
て
は
、
法
令
等

に
基
づ
き
、
適
正
な
指
導
等
を
通
じ
解
消
を
図

り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

浜田周辺地区浜田周辺地区

《
土
地
利
用
の
状
況
》

《
都
市
景
観
の
状
況
》

《
住
ま
い
の
状
況
》

主な取組

土
地
利
用・都
市
景
観
の
形
成

土
地
利
用・都
市
景
観
の
形
成

第2節 

現状と
課題
現状と
課題

快
適
性
の
ほ
か
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
、

子
育
て
世
帯
な
ど
、
居
住
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

●
人
口
減
少
の
進
行
に
伴
い
、
各
地
域

に
お
い
て
、
空
家
の
増
加
な
ど
に
よ
る

一
層
の
市
街
地
の
低
密
度
化
や
、
身

近
な
商
業
な
ど
生
活
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
低
下
、
公
共

交
通
の
利
用
者
の
減
少
な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
都
市
景
観
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
歴
史
、
培
わ
れ
て
き

た
自
然
や
風
土
、
生
活
、
文
化
、
雪
国
と
し
て
の
生
活

様
式
等
の
か
け
が
え
の
な
い
市
民
共
有
の
財
産
を
守

り
、ま
た
、
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
、
快
適
で
個
性
的

な
都
市
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
人
と
自
然
が
共
生
す
る
都
市
環
境
の
創
出
の
場
と
し

て
、
公
園
や
緑
地
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
と
花

に
あ
ふ
れ
た
潤
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
な
み
の
形
成

に
向
け
、
市
民
と
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
緑
化
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
住
宅
に
つ
い
て
は
、
雪
や
災
害
に
対
す
る
安
全
性
・

件
目標値

基準値：0件〈2018（平成30）年度〉

100

通常では不動産市場に流通しにくい中古住宅
や空地等を空家バンク制度により流通物件化
した数

●空家バンク登録数

出典：総務省「住宅・土地統計調査」、青森市住生活基本計画
※青森市の空家数・空家率について、平成10年以前は旧青森市分のみの数値

空家数と空家率の推移

（S：昭和、H：平成）

空家率（青森市）
青森市の空家数

空家率（全国）
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0

（％）（千戸）

（1983） （2013）
S58 63 H5 10 15 20 （年）25

6千戸6千戸

8.6%8.6%

6.5%6.5%

15.4%15.4%

13.5%13.5%

21千戸21千戸

青い森公園周辺
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適
正
な
土
地
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
と
医
療
・
商
業
等
の
都
市
機
能

の
立
地
の
促
進
に
よ
り
、コ
ン
パ
ク
ト
な
複
数
の
拠
点
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　
都
市
景
観
に
関
す
る
意
識
醸
成
や
緑
化
活
動
の
推
進

な
ど
に
よ
り
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
都
市
景
観
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
地
域

特
性
に
応
じ
た

良
好
な
居
住
環

境
の
形
成
を
推

進
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
居

住
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

基本方向

施策の体系土地利用・
都市景観の形成

第2項
自然環境と調和した
都市景観の形成

効率的で計画的な
土地利用の推進

第1項 第3項
安全で快適な
住まいの確保

P156P155P152

第
1
項

効
率
的
で
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

適
正
な
土
地
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
と
医
療
・
商
業
等
の
都
市
機
能
の
立
地
の
促
進
に
よ
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
複
数
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

適
正
な
土
地
利
用
の
推
進

※1［居住誘導区域］ 人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、
生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域。
※2［地区拠点区域］ 公共交通の利便性が高く、かつ医療・商業等の都市機能が集積した区域で、
今後、医療・商業等の地区の特性に応じた都市機能の立地の促進を図る都市機能誘導区域として
位置づけた、「青森駅周辺地区」・「新青森駅周辺地区」・「操車場跡地周辺地区」・「浪岡駅周辺地区」
の4地区と、現在、医療・商業等の都市機能が集積した区域で、今後、人口減少社会にあっても、
本市の東部方面及び南部方面の生活拠点として、これらの都市機能の立地の促進を図る生活拠点
区域として位置づけた、「造道周辺地区」・「浜田周辺地区」の2地区の6つの区域。

適
正
な
土
地
利
用
の
推
進

●
公
共
交
通
沿
線
の
「
居
住
誘
導
区
域
※
1
」に
民
間
の
宅

地
開
発
等
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
交
通
の

利
便
性
が
高
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

●
人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て
も
、
市
民
が
持
続
的
に
生
活

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
多
極
型
の
都
市
構
造
を
目
指

し
、
都
市
の
効
率
性
を
高
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
複
数
の

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
た
6
つ
の「
地
区
拠
点
区
域
※
2
」

に
お
い
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
な
が

ら
、
老
朽
化
し
た
建
物
、
空
地
、
中
小
小
売
店
舗
の
共

同
化
・
集
約
化
等
の
取
組
に
よ
り
、
医
療
・
商
業
等
の
都

市
機
能
の
立
地
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
基
本
と
し
た
計
画
的

な
土
地
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
土
地
取
引
に

関
す
る
各
種
法
令
を
通
じ
て
、
適
正
か
つ
合
理
的
な

土
地
利
用
の
推
進
や
公
共
事

業
用
地
の
円
滑
な
確
保
を
図

り
ま
す
。

●
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
土

地
利
用
・
都
市
施
設
等
の
整
備

の
方
針
な
ど
都
市
計
画
の
総

合
的
な
指
針
と
し
て
の
役
割

を
担
う
「（
仮
称
）青
森
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を

新
た
に
策
定
し
、
計
画
的
な

都
市
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主な取組

地区拠点区域地区拠点区域

都市機能誘導
区域
都市機能誘導
区域

生活拠点区域生活拠点区域

油川
青森新青森

津軽新城

鶴ケ坂

大釈迦

浪岡 青森空港 東北新
幹線

陸奥湾

北
海
道
新
幹
線 野内

浅虫温泉

矢田前

小柳
東青森筒井

津軽宮田
奥内
左堰
後潟

中沢

「～翼を広げた白鳥～」を
イメージした都市構造



目 標 と する 指 標

※1［ホスピタリティ］ おもてなし。特に観光においては、観光客が安心して快適に過ごせるよう、事業者のみならず地域の人々が観
光客にあたたかく接する精神。
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用
・
都
市
景
観
の
形
成

1 5 31 5 4

●
青
森
駅
周
辺
地
区
は
、商
業
、医
療
、業
務
、都
心
居
住
、

交
流
な
ど
の
高
次
な
都
市
機
能
が
集
積
し
た
交
流
拠
点
と

し
て
、こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効

活
用
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
の
都
市
機
能
の
集
積
を
図

り
ま
す
。

●
青
森
駅
自
由
通
路
や
青
森
駅
西
口
広
場
の
整
備
な
ど
、青

森
駅
を
中
心
と
し
た
都
市
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

●
新
青
森
駅
周
辺
地
区
は
、県
内
他
都
市
、道
南
地
域
を
結

ぶ
広
域
交
流
の
玄
関
口
と
し
て
、駅
利
用
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
交
通
結
節
点
機
能
や
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
※
1
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、観
光・交
流
施
設
な

ど
の
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、日
常
生
活
に
必
要
な
、商

業
施
設
や
医
療
施
設
な
ど
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

●
操
車
場
跡
地
周
辺
地
区
は
、子
育
て
施
設
、福
祉
施
設
、

医
療
施
設
等
の
都
市
機
能
が
集
積
し
た
拠
点
と
し
て
、こ

れ
ま
で
の
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
都
市
機

能
の
施
設
の
集
積

を
図
り
ま
す
。

●
青
森
操
車
場
跡
地

に
つ
い
て
は
、青
森

操
車
場
跡
地
利
用

計
画
審
議
会
か
ら

の
答
申
を
は
じ
め
、

ス
ポ
ー
ツ
や
多
様
な

催
事
が
で
き
る
交

流
拠
点
を
整
備
す

る「
青
森
市
ア
リ
ー

コ
ン
パ
ク
ト
な
複
数
の
拠
点
づ
く
り
の
促
進

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
施
な
ど
を
踏
ま
え
、青
森
操
車
場

跡
地
利
用
計
画
を
策
定
し
、跡
地
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

●
浪
岡
駅
周
辺
地
区
は
、津
軽
地
方
の
各
都
市
と
の
近
接
性

を
活
か
し
た
津
軽
地
方
の
玄
関
口
と
し
て
、交
通
結
節
点

機
能
を
活
か
し
つ
つ
、浪
岡
地
域
の
日
常
生
活
に
必
要
な

行
政
機
能
や
商
業
施
設
、医
療
施
設
、福
祉
施
設
な
ど
の

都
市
機
能
の
集
積
を
図
り
ま
す
。

●
造
道
周
辺
地
区
は
、高
度
専
門
医
療
機
能
を
有
す
る
医
療

施
設
に
加
え
、商
業
施
設
等
の
生
活
に
便
利
な
都
市
機
能

が
集
積
し
た
生
活
拠
点
と
し
て
、こ
れ
ら
の
都
市
機
能
の

立
地
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、交
通
結
節
点
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

●
浜
田
周
辺
地
区
は
、商
業
施
設
の
集
積
に
加
え
、医
療
施

設
等
の
生
活
に
便
利
な
都
市
機
能
が
集
積
し
た
生
活
拠
点

と
し
て
、こ
れ
ら
の
都
市
機
能
の
立
地
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
等
を
図
り

ま
す
。

西口駅前広場から見た自由通路

青森駅周辺整備イメージ

青森操車場跡地

居住誘導区域内の1ha当たりの居住人口
密度

●居住誘導区域内の
　居住人口密度

基準値：52.1人/ha〈2018（平成30）年度〉

50.4目標値
人/ha
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土
地
利
用
・
都
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形
成

1 5 51 5 6

第
2
項

自
然
環
境
と
調
和
し
た
都
市
景
観
の
形
成

都
市
景
観
に
関
す
る
意
識
醸
成
や
緑
化
活
動
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

主な取組

自主的に緑化活動を行っている年間の
団体数

●緑化活動団体数

基準値：76団体〈2018（平成30）年度〉

76目標値
団体

良
好
な
都
市
景
観
の
形
成

●
大
規
模
な
建
築
物
や
屋
外
広
告
物
の
規
制
・
誘
導
な
ど
を

通
じ
て
、
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
的
景
観
資
源
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、
快
適
で
魅
力
的
な
市
街
地
景
観
の
形
成

を
図
り
ま
す
。

●
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
街
地
に

お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
都
市
空
間
と
し
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
公
園
・
緑
地
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●「
青
い
森
」の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
と
花
に
あ
ふ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
の
緑
化
意
識
の
啓
発
や
地
域
住

民
に
よ
る
自
主
的
な
緑
化
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
と
行
政
が
連
携
し
て
、
地
域
性
豊
か
な
緑
化
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

第
3
項

安
全
で
快
適
な
住
ま
い
の
確
保

地
域
特
性
に
応
じ
た
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

安
全
で
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
や
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
居
住
の
安
定
の
確
保
を
図
り
、

多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※1［居住誘導区域］ 人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、
生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域。

目 標 と する 指 標

地
域
特
性
に
応
じ
た
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成

●
屋
根
雪
処
理
の
負
担
が
少
な
い
無
落
雪
屋
根
方
式
な
ど
を
採
用
し
た
克
雪
住
宅
や
、
既
存
建
物
の
耐
震
診
断

及
び
耐
震
改
修
の
普
及
・
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
雪
や
災
害
に
強
い
住
ま
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
居
住
誘
導
区
域
※
1
内
の
民
間
集
合
住
宅
等
の
立
地
の
促
進
に
努
め
る
ほ
か
、
長
期
に
わ
た
り
良
好
な
状
態
で

活
用
さ
れ
る
住
宅
の
普
及
・
促
進
や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
、
相
談
体
制
の
充
実
な
ど

を
通
じ
て
、
住
宅
の
適
切
な
維
持
管
理
と
有
効
に
活
用
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

多
様
な
居
住
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

●
空
家
を
は
じ
め
と
す
る
既
存
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ
り
、
居
住
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ま
ち
な
か
や

郊
外
な
ど
へ
の
円
滑
な
住
み
替
え
を
促
進
し
ま
す
。

●
市
営
住
宅
を
良
好
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
の
適
切
な
管
理
・
修
繕
や
整
備
、
県
営
住
宅

と
の
連
携
な
ど
を
通
じ
て
、
誰
も
が
快
適
な
住
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
住
宅
に
困
窮
す
る
か
た
が
市
営
住
宅
に
円
滑
に
入
居
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
入
居
管
理
に
よ
る
公
平
性
の
確

保
に
努
め
る
な
ど
、
居
住
の
安
定
確
保
が
図
ら
れ
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

主な取組

居住誘導区域内の1ha当たりの
居住人口密度

●居住誘導区域内の
　居住人口密度〔再掲〕

基準値：52.1人/ha〈2018（平成30）年度〉
50.4目標値

人/ha
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※1［交通インフラ］ 道路、高速道路、港湾、空港といった社会の基盤となる交通関連の施設等。

交
通
イ
ン
フ
ラ※

1

の
充
実

交
通
イ
ン
フ
ラ※

1

の
充
実

第3節 

現状と
課題
現状と
課題

●
本
市
は
、
道
路
、
鉄
道
、
空
港
、
港
湾

な
ど
の
国
内
外
の
都
市
を
つ
な
ぐ
交

通
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り
、
北
海
道
新

幹
線
の
新
函
館
北
斗
駅
の
開
業
や
、
青
森
空
港
に
お

け
る
中
国
・
天
津
便
の
就
航
な
ど
、
広
域
交
通
の
機
能

の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
ほ
か
、
青
森
港
に
つ

い
て
は
、ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
や
本
州
と
北
海
道

を
結
ぶ
重
要
な
拠
点
港
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、こ
れ
ら
交
通
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
域
内

の
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

今
後
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
橋
梁
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
点
検
・
補
修
や
更
新
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
広
域
交
通
の
状
況
》

《
域
内
交
通
の
状
況
》

《
道
路
交
通
環
境
の
状
況
》

青森空港青森空港

　
　
道
路
、
鉄
道
、
空
港
、
港
湾
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

充
実
と
連
携
強
化
を
図
る
ほ
か
、
都
市
づ
く
り
と

連
携
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
機
関
の
相
互
連
携
や

利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

　
　
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
誰
も
が
安
全
で
快
適
に

移
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
確
保

を
図
り
ま
す
。

基本方向

施策の体系

P162P161P159

交通インフラの
充実

第2項

域内交通の充実広域交通の充実

第1項 第3項
快適な道路交通
環境の確保

青森港国際クルーズターミナル
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第
1
項

広
域
交
通
の
充
実

道
路
、
鉄
道
、
空
港
、
港
湾
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
充
実
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

※1［命の道］ 平時には暮らしを支え（医療サービス、産業、観光）、災害時には命を守る（避難、
救命救急、復旧）という機能を持った道路
※2［バリアフリー］ 障がい者等が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となるものを除去（フ
リー）すること。物理的、社会的、制度的、心理的な障壁、情報面での障壁などすべてを除去する
という考え方。

主な取組目 標 と する 指 標

目標値

新青森駅における1日当たりの
新幹線乗車人数

●新幹線駅の1日当たりの
　乗車人数

基準値：4,122人〈2017（平成29）年度〉

4,720人

基準値：1,185,222人
　　　　　　〈2017（平成29）年度〉

目標値 1,320,000人

青森空港における国内外路線の
年間の旅客数

●青森空港の年間旅客数

青森空港

沖館埠頭

青森中央 IC

道
路
機
能
の
充
実

●
都
市
間
の
人
的
・
物
的

交
流
の
活
性
化
や
災
害

時
な
ど
に
お
け
る
「
命

の
道
※
1
」と
し
て
の
役

割
の
強
化
に
向
け
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
東

北
縦
貫
自
動
車
道
八
戸

線
な
ど
の
建
設
を
促
進

し
ま
す
。

空
港
機
能
の
充
実

●
国
や
県
、
関
係
機
関
な

ど
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
国
内
外
を
繋
ぐ

拠
点
と
し
て
の
青
森
空

港
の
利
用
促
進
を
通

じ
、
国
内
外
空
港
路
線

の
維
持
・
拡
大
を
図
り

ま
す
。

新青森駅前

港
湾
機
能
の
充
実

●
青
森
港
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
、
青
森
港
を
管

理
す
る
県
や
国
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
ク
ル
ー
ズ
客
船

が
接
岸
す
る
新
中
央
埠
頭
及

び
沖
館
埠
頭
の
機
能
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
物
流
を
支

え
る
港
湾
施
設
の
老
朽
化
対

策
や
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

鉄
道
機
能
の
充
実

●
県
や
関
係
市
町
村
と
連
携

し
、
新
幹
線
や
在
来
線
、
青

い
森
鉄
道
線
の
乗
継
環
境
等

の
利
便
性
向
上
や
主
な
鉄
道

駅
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

※
2
化
を
進
め
る
な
ど
、
鉄
道

の
更
な
る
利
用
の
促
進
を
図

り
ま
す
。
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第
3
項

快
適
な
道
路
交
通
環
境
の
確
保

安
全
で
快
適
に
移
動
す
る
こ
と
の
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

目 標 と する 指 標

第
2
項

域
内
交
通
の
充
実

都
市
づ
く
り
と
連
携
し
な
が
ら
、
公
共
交
通
機
関
の
相
互
連
携
や
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

※1［モビリティ・マネジメント］ 主な移動手段が自家用車となっている対象者に対し、公共交通利
用による健康面、環境面、経済面などの視点での利点や移動実態に即した適切な公共交通に関す
る情報提供を行うことで、自動車利用から公共交通や徒歩・自転車への自発的な交通手段転換を
促す取組。

主な取組主な取組

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

●
都
市
づ
く
り
と
連
携
し
、鉄
道
線
と
バ
ス
路
線
に
よ
り
、利
便
性
が
高
く
、利
用
し
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
利
用
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
、多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
り
、適
切
な
公
共
交

通
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
、「
モ
ビ
リ
テ
ィ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
※
1
」を
推
進
し
ま
す
。

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
環
境
の
整
備

●
各
交
通
機
関
相
互
の
乗
継
環
境
の
改
善
や
鉄
道
新
駅
設
置
に
関
す
る
検
討
、
鉄
道
線
の
充

実
や
多
言
語
表
記
な
ど
を
含
め
た
案
内
情
報
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
市
民
や
観
光
客
等
の

利
便
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
交
通
需
要
に
対
応
し
た
バ
ス
路
線
の
構
築
に
向
け
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
や
動
向
、
地
域
特
性

等
に
対
応
し
た
路
線
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

交
通
拠
点
間
の
連
携

●
交
通
拠
点
の
交
通
結
節
機
能
の
強
化
と
拠
点
間
の
二
次
交
通
の
充
実
に
向
け
て
、鉄
道
線
を

効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

計
画
的
な
整
備

●
交
通
の
円
滑
化
や
市
民
の
利
便
性
の
確
保

を
図
る
た
め
、
地
区
の
状
況
な
ど
に
応
じ

て
必
要
と
さ
れ
る
機
能
に
つ
い
て
、
検
討

や
見
直
し
を
進
め
な
が
ら
、
都
市
計
画
道

路
を
含
む
道
路
網
の
効
果
的
・
効
率
的
な

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

計
画
的
な
管
理

●
橋
梁
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
施
設
の
老

朽
度
合
い
に
応
じ
た
計
画
的
な
改
築
・
更

新
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
寿
命
化
を
推
進

し
、
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

路面下空洞調査

市営バス、市民バス、浪岡地区コミュニティバス、
シャトル・ルートバスの年間利用者数

●公営路線バスの
　年間乗車人数

基準値：7,772,641人〈2017（平成29）年度〉 基準値：15,537人〈2017（平成29）年度〉

目標値 16,022人
目標値 7,772,641人

東日本旅客鉄道（株）・青い森鉄道（株）
の1日当たりの乗車人数

●市内鉄道駅の
　1日当たりの乗車人数

都市計画道路が整備されている割合

●都市計画道路整備率

基準値：67.3%〈2017（平成29）年度〉

目標値 67.8%

bus



「青森市立地適正化計画」で「つよい街」づくり

油川
青森

新青森

津軽新城

鶴ケ坂

大釈迦

浪岡

青森空港
東北新

幹線

陸奥湾
北
海
道
新
幹
線

野内

浅虫温泉

矢田前

小柳

東青森
筒井

津軽宮田

奥内

左堰

後潟

中沢

[ つよい街 ]

　「
青
森
市
立
地
適
正
化
計
画
」は
、
将

来
の
ま
ち
の
姿
を
示
す
計
画
で
す
。
都

市
機
能
の
誘
導
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

複
数
の
拠
点
づ
く
り
と
そ
れ
ら
の
拠
点

を
つ
な
ぐ
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
連
携
に
よ
っ
て「
コ
ン
パ
ク
ト・

プ
ラ
ス・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
都
市
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら

の
青
森
市
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
想

定
さ
れ
る
課
題
を
克
服
し
つ
つ
、
持
続

可
能
な
都
市
構
造
へ
の
再
構
築
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
青
森
市
で
は
、
公
共
交
通
の
利
便
性

が
高
く
、医
療・商
業
等
の
都
市
機
能
が

集
ま
っ
て
い
る「
青
森
駅
周
辺
地
区
」「
新

青
森
駅
周
辺
地
区
」「
操
車
場
跡
地
周
辺

地
区
」「
浪
岡
駅
周
辺
地
区
」の
4
地
区

を
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」、
ま
た
、
医

療・商
業
等
の
都
市
機
能
が
集
ま
っ
て
い

る
2
地
区
を「
生
活
拠
点
区
域
」と
し
て

位
置
づ
け
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
都

市
機
能
の
立
地
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て
も
市
民

が
持
続
的
に
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
多
極
型
の
都
市
構
造
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　「
青
森
駅
周
辺
地
区
」に
つ
い
て
は
、

本
市
の
経
済・文
化
の
中
心
と
し
て
本
市

の
発
展
を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
が
、
鉄

道
に
よ
る
市
街
地
分
断
の
解
消
に
向
け

た
東
西
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
西
市
街
地

を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
つ
な
ぎ
、冬
期
で

も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
、

2
0
2
0（
令
和
2
）年
度
末
の
供
用
開

始
に
向
け
青
森
駅
自
由
通
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
操
車
場
跡
地
周
辺
地
区
」

に
つ
い
て
は
、子
育
て
、福
祉
、医
療
等

の
都
市
機
能
が
集
積
し
て
い
る
エ
リ
ア

で
あ
り
、
操
車
場
跡
地
の
利
活
用
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
2
0
1
9

（
平
成
31
）年
3
月
に
「
青
森
操
車
場
跡

地
利
用
計
画
」を
決
定
し
、核
と
な
る
ア

リ
ー
ナ
の
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
る
概

ね
5
年
後
を
短
期
的
な
道
標
と
し
て
、

当
地
区
の
利
活
用
に
向
け
た
整
備
を
段

階
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
新
青
森
駅
周
辺
地
区
」

に
お
い
て
は
、複
数
の
ホ
テ
ル
が
立
地

予
定
で
あ
る
と
と
も
に「
浪
岡
駅
周
辺

地
区
」に
お
い
て
は
、老
朽
化
し
た
浪
岡

病
院
の
建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
な
ど
、

都
市
機
能
の
立
地
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
青
森
市
で
は
、「
青
森
市
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
」に
基
づ
き
、鉄
道

網
や
バ
ス
路
線
網
な
ど
の
既
存
の
公
共

交
通
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
交
通

需
要
と
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
つ
つ
、

交
通
結
節
点
に
お
け
る
交
通
モ
ー
ド
間

の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
公
共
交

通
機
関
相
互
が
連
続
し
て
機
能
し
、
面

的
に
、
効
果
的
に
結
ば
れ
た
持
続
可
能

な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
浅
虫
地

区
に
お
け
る
駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上

や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
浅
虫

温
泉
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
、
青
森
県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、青
森
市
営
バ
ス
で
は
、公
共
交

通
と
し
て
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

バ
ス
待
合
所
や
多
言
語
バ
ス
停
標
識

の
整
備
、雪
国
の
特
性
を
踏
ま
え
た「
冬

ダ
イ
ヤ
」や
運
行
ル
ー
ト
が
わ
か
り
や
す

い
よ
う
な
路
線
名・記
号
表
記
の
導
入
、

更
に
は
、潜
在
的
需
要
を
把
握
す
る
た
め

の
実
験
運
行
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
青
森
市
で
は
、「
コ
ン
パ

ク
ト・プ
ラ
ス・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の

都
市
づ
く
り
を
進
め
、
災
害
や
雪
に
強

く
、
全
て
の
青
森
市
民
が
安
全
で
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る「
つ

よ
い
街
」の
実
現
に
向
け
て
、都
市
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
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の
都
市
づ
く
り

市
内
各
地
域
の

特
色
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
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ネ
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ワ
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安
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快
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に
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可
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す

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
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ク

「
青
森
市
立
地
適
正
化
計
画
」
で
「
つ
よ
い
街
」
づ
く
り

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
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操車場跡地周辺操車場跡地周辺
・老朽化した市民体育館の建替の必要性
・青森市アリーナプロジェクトの実施
・Park-PFI（公募設置管理制度）など民間
  活力導入可能性を検討
・青森操車場跡地への新駅設置について
 関係機関と協議

浅虫温泉駅浅虫温泉駅 ・浅虫温泉地域活性化協議会からの請願採択
・2018（平成30）年度浅虫温泉駅バリア
 フリー設備設置可能性調査の実施

浪岡駅周辺浪岡駅周辺
・浪岡病院の病床数を減少（199床→35床）
して 建替えし、2021（令和3）年4月
　開業予定

新青森駅周辺新青森駅周辺

青森駅周辺青森駅周辺
・青森駅自由通路 延長 約170m
・西口駅前広場　 面積 約8，000m2

・2018（平成30）年11月7日安全祈願祭

青森駅周辺青森駅周辺
・青森駅自由通路 延長 約170m
・西口駅前広場　 面積 約8，000m2

・2018（平成30）年11月7日安全祈願祭

・石江土地区画整理事業地の一般保留地に、
  宿泊施設（14階建 客室数246室）が立地
・2020（令和2）年3月竣工予定

「～翼を広げた白鳥～」をイメージした都市構造

地区拠点区域地区拠点区域

都市機能誘導
区域
都市機能誘導
区域

生活拠点区域生活拠点区域


